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呼吸器感 染症 に対す る経 口用Fosfomycinの 臨床効果 について

米 本 哲 人

鳥取県立厚生病院内科

今回,特 異 な抗菌作用を もつ新 らしい抗 生物質であ る

Fosfomycin(以 下,FOM)が 開 発 され,そ の 経 口剤

(以下,FOM-Ca)を 使用す る機会を得た ので,内 科臨床

の 日常 で しば しば遭 遇する呼 吸器 感染症を対象に その臨

床経過の検討を行ない,そ の成績を報告す る。

対象および投与方法

対象は5名 の入院,1名 の外来患者の計6名 で ある。

その うち,細 菌性肺炎3名,慢 性気管支炎2名,気 管支

拡張症1名 であ る。

全例 ともFOM-Ca 1日2.0gを6時 間 ごと4回 投与

の方法 で内服 させ,本 剤投与 中は他 の抗生 物質の併用は

禁 止 した。

効果 判定は臨床症状 を中心に 白血球数,血 沈,CRP,

胸部 レ線像等の検査成績の推移,正 常化を もとに総合的

に判定 し,著 効,有 効,無 効の3段 階に分類 した(Table

1,2)。

結 果

喀疾 から培養分離 した起 因菌 は陰性 桿菌 が4例 と最 も

多 く,連 鎖状 球菌2例,陰 性 球菌,常 在菌がそれぞれ1

例に認め られている。

細菌性肺炎 で は3例 とも2～5日 目に解熱 し,7～10

日目には喀痰,咳嗽 等の 自覚症状が 消失 し,病 的呼 吸音

の消失 も認め られた。胸部 レ線陰影 は25～30日 目には

ほぼ 消失 ない し完全 消失がみ られ,著 効1例,有 効2例

の成績 であった。

慢性 気管支炎 の2例 では5～7日 目頃か ら自覚症状お

よび病的呼吸音の消失が認め られたが30日 後の レ線像

では肺炎例にみ られた よ うな著 明な陰影改善 はみ られな

か った。 しか し,症 例5の ようにABPC投 与時 に比 し

明らか な自覚症状,臨 床所見 の改善 が認 められてお り,

他 の1例 とともに有効 の成績 であ った。

気管支拡張症 の1例 は慢性 閉塞性肺疾 患に もとず く肺

性心症状 を示す 重症例であ り,自 覚症状,臨 床所見 とも

全 く不変であ り無効であ った1例 であ る。

副 作 用

6例 中2例(症 例5,6)に 投与3～5日 目か ら食 欲不

振,心 窩部膨満感がみ られたが,い ず れ も胃粘膜 被護剤

の併用 で症状 は消失 し,本 剤 の投 与中止までには到 らな

か った。その他,発 熱,発 疹,下 痢等の副作用は全 くみ

られなか った。

さらに,投 与前お よび投 与20～30目 後の一般的検査

を行な い比較 したが,尿 蛋 白,尿 糖,お よび尿沈渣 とも

すべ て異常が な く,赤 血 球数,血 色 素 量,白 血 球 分 類

等 の血液検査 の上 に も全 く異常を認め なか った(Table

2)。

また,5症 例(症 例2～6)に つ い て は同様 に投与前

後の肝機 能を比較 した。 血 清総 ビ リル ビン値,TTTと

もに正常値域内で の変動 であ り,GOT,GPTの 血清酵

素値の異常変動 も全 く認 め なか った。A1-ph値 で は投

与後に正常上限界値 に上 昇 した2例 がみ られたが,肝,

胆道障害 を疑わ せる所 見 もな く,約80日 後に再検 し得

た1例 は7.8K-AUに あ り,特 別 な意義 はない と考え ら

れる。

BUN値 は3例(症 例4,5,6)に 施 行 し得たが,症 例

4の 投与前に脱水に よるBUN値 の上昇が症状回復後に

正常域に低下 している以外異常変動は なか った(Table

3,Fig.1)。

高齢者 が多 く合 併症に心血管系疾患がみ られてい るが

合併症 に対 して も悪影響はみ られ なか った。

考察 および むすび

呼吸器感染症の起因菌 の決定 は必ず しも容易ではない

が,最 近,起 因菌 と しては球菌 が減少 し,グ ラム陰性桿

菌が増加 しつつ あ り,陰 性 桿菌に よるものは症状 の進行

が速 く,重 症化 しやすい といわれ て い る。 今 回 の成 績

でも陰性桿菌 が最 も多 く分離 され ている。 このグ ラム陰

性桿菌 に対 し著明な治療効果が実験的に 明 らか で あ る

FOMは 広い抗菌スペ ク トラムを持 っている点 か らして

も呼吸器感染症に は最適 な薬剤 であろ う。

今回,6例 の少数例 ではあるが呼吸器感染症に対 し経

口剤FOM-Caを 使用 し,以 下の結論を得た。

1) 6例 中著効1例,有 効4例,無 効1例 であった。

2) 細菌性肺 炎に と くに有用 である印象 を得た。

3) 副作用は6例 中1例 に軽度 の食 欲不振,心 窩部膨

満感があ ったが,胃 薬 の併用 で完全 に消失 し,中 止 した

例はなか った。

4) 尿 および血 液検査,肝 機能検査,BUNに つ いて

も投与後 の異常推移 は認 めなか った。
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In this report, clinical studies were performed with oral fosfomycin in 6 cases of respiratory infec-
tions. The results were as follows ; 

1) Excellent effect was noted in 1 case, good in 4 cases and poor in 1case. 
2) The drug might be especially useful for bacterial pneumonia. 
3) In 2 of 6 cases slight anorexia and abdominal inflation were observed as side-effects. However, 

any of all cases was not discontinued the medication during the follow-up, because these disappeared 
completely by combinning with a digestive. 

4) After the medication the results of laboratory studies including urinalysis, hematological examina 
tion, liver and renal function tests were either within normal limits or negative.


